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１．概要（Summary） 

光と金属ナノ構造体との相互作用により誘起される金

属表面の自由電子の集団運動である表面プラズモンによ

り増強された電場は、新たな光―物質相互作用をもたら

すことが期待されている。金属ナノ構造体にキラリティを付

与した場合、表面プラズモン増強電場の近接場成分にお

いて強くねじれた光が発生し、このねじれた光が物質のキ

ラリティと左右非対称に強く相互作用することが報告され

ている。[1],[2]我々は、ねじれた光場中でキラル結晶化を

誘起することにより、結晶キラリティ制御の実現を研究目

的としている。本機器利用は、キラル金ナノ構造体の作成

を目的としており、前年度の装置利用では、卍型構造の

作成条件を最適化した結果良質な金属ナノ構造体が得

られた。本年度の装置利用では、キラル金ナノ構造体の

構造体の光励起下での塩素酸ナトリウム(NaClO3)キラル

結晶化を試み、結晶化の結果得られる結晶鏡像体のキラ

リティの偏りを評価した。 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 電子線露光装置 
【実験方法】 

電子線露光装置を用いて、ガラス基板上に一辺

480nm の逆卍型を構成単位とした 96nm 間隔の金属二

次元周期構造を 500µm 四方の広さで作成した(Fig. 1)。

キラル金ナノ構造体上に NaClO3 飽和水溶液を滴下し、

倒立型偏光顕微鏡を使用して構築した光学捕捉装置を

用いてナノ構造に右円偏光を照射した。光照射中の集光

点近傍の様子をその場観察した。計 120 回の光照射実

験を行い、結果得られるキラル結晶の利き手を検光

子法により判別し、両鏡像体の数を数えることによ

りキラリティの偏りを評価した。 

 

 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
光照射実験の結果、集光点近傍から、飽和溶液からは

現れるはずのない準安定相が晶出することが明らかにな

った(Fig. 2)。準安定相の晶出に必要な過飽和度は 60％
以上であるため、光照射により母液の過飽和度が 0％から

60％へ局所的に上昇する可能性が示された。すなわち、

本手法は、局所的に大きな過飽和状態を時空間的に制

Fig. 1 Atomic force microscopic image of chiral Au nanostructures 
(a) gammadion-nanostructure fabricated in the previous year (b) 
structure fabricated in this year  

Fig. 2 Time-lapse images of in-situ polarized light 
microscopic observation of the crystallization process 
induced by laser irradiation. 



御できる可能性を有しており、結晶成長制御の分野での

応用が期待される。 
準安定相結晶化後、多形転移によりキラル結晶が生成

した。120 回の結晶化実験の内、左利きの結晶は 73 回、

右利きの結晶は 47 回それぞれ晶出し、左利きの結晶の

晶出回数が優勢であった。自然結晶化のように両鏡像体

の晶出確率が 50%である場合、鏡像体の晶出回数は二

項分布  B(120,0.5)に従う。しかし、上記の結果は 
B(120,0.5)の 95%信頼区間から逸脱しており、このこと

から 統計的に有意なキラリティの偏りが誘起されたことが

言える。 
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